
現場の安全かわら版 第２２号
冬季災害に注意！！

令和７年１１⽉３０⽇発⾏

冬季災害の発⽣状況
宮城県発注⼯事等では、例年、１⽉〜３⽉の冬期間における労働災

害が多く発⽣しており、令和６年は全体の死傷者（※）数の約４割
にあたる６⼈、今年は（令和７年１１⽉３０⽇現在）全体の死傷者数
の約半数にあたる６⼈発⽣しています。
事故の傾向としては、積雪や凍結による転倒事故や年明け直後の注

意⼒低下による事故が多く⾒られました。
このことから県では、冬期間における事故防⽌対策の徹底を図る

ため、冬期間（１２⽉〜３⽉）に施⼯する全ての⼯事を対象とした
「冬期間特別現場⼀⻫点検」を実施します。
建設⼯事関係者の皆様におかれましては、冬季の災害防⽌に向け

て現場内の危険箇所や作業環境を今⼀度確認し、事故防⽌へのご協
⼒をお願いいたします。
（※）死傷者：休業４⽇⼜は全治３０⽇以上の事故

【令和６年発⽣⽉別死傷者数】
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【令和７年発⽣⽉別死傷者数】11⽉30⽇現在

【災害事例】
主な再発防⽌対策主な事故原因事故概要

降雪時には転倒防⽌のため、
除雪や融雪剤の散布等の転倒防
⽌対策の実施を徹底する。

積雪した敷鉄板の除雪及び転
倒防⽌対策を講じていなかった。

仮設物撤去中に積雪した敷鉄
板上で⾜を滑らせ、背中から転
倒し⾻折したもの。

ステンレス防⽔等の滑りやす
い箇所には、滑り⽌めマットを
敷き、カラーコーンで動線を設
定する。

施⼯場所の床がステンレス防
⽔となっており、雪や⾬等で濡
れると滑りやすい材質だった。

施⼯完了の写真を撮影に向か
う際、⾜を滑らせ転倒し、左⼿
を負傷したもの。



冬季労働災害防⽌チェックシート 例
冬季労働災害防⽌に向けた、現場内での確認事項の例を参考に掲載します

ので、各現場内で活⽤願います。

問い合わせ先
宮城県⼟⽊部事業管理課⼯事管理班
ＴＥＬ：022-211-3186
メール：d-koujik@pref.miyagi.lg.jp


